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（１）平安時代に成立した歴史物語『大鏡』についての研究 

『大鏡』は摂関政治の生き証人として設定された語り手・世次が、道長を起点として、その血統を遡る

形で摂関家嫡流の系譜を認定し、摂関政治史を語る物語である。〈主流〉と〈傍流〉は峻別されており、

その意識は極めて明確である。一方で、道長の栄華を称えながら、ときに批判的な姿勢を見せる。この

アンビバレントな姿勢はどこからくるのか。この疑問に対し、これまでの〈主流〉〈傍流〉という枠組み

にとらわれることなく、『大鏡』の新たな読みを提示することを目指している。 

（２）高等教育機関における国語教育についての研究 

社会人に求められる力として、表現力、論理的思考力、コミュニケーション力が挙げられている。この

ような力は、国語力と換言することも可能であろう。国語力の低下は、ことばを知らない（語彙力低下）、

漢字を書けない（漢字力低下）、といった知識レベルにとどまる問題ではない。学生の将来を見据え、社

会人として必要な力を効率的に高める授業方法および教材内容について、研究・開発をおこなっている。 

２．教育・研究テーマ 

３．その他のデータ 

（１）教育・研究技術相談可能分野 

（２）出前講義・公開講座，講演可能テーマ 

（３）キーワード 

・日本古典文学について 
・文章教育について 
・ 
・ 

・『源氏物語』をはじめとする平安時代の文学について 
・平安貴族文化と政治について 
・文学における神戸 

・日本文学、歴史物語、平安時代、院政期、文学と神戸 

１．個人データ 

職名：准教授 氏名：石原のり子 学位：博士(文学) e-mail：ishihara@kobe-kosen.ac.jp 


